
　自転車を利用する高齢者、児童・生徒などのヘルメット着用を促進し、自転車事故の被害を軽減するため
に、ヘルメットの購入費の一部を補助します。※　申請は補助対象者一人につき1回限りです。
■補助額　対象のヘルメットの購入費の2分の1（上限は2,000円）
■補助対象者　町内に住所を有し、自転車乗車用ヘルメットを着用する次の方
　▽　令和4年度中に満65歳以上になる高齢者
　▽　令和4年度中に7歳以上18歳以下である児童・生徒など
■対象のヘルメット　新品かつ、次のマークのシールが貼られた自転車乗車用ヘルメット

　※　中学校通学用などの白いヘルメットは未認証のため補助金の対象ではありません。
■申請方法　次の申請書類を役場防災交通課窓口へ提出してください。
　なお、高齢者の場合は本人、児童・生徒などの場合は保護者が申請をしてください。
　申請書類
　　▽　補助金交付申請書兼実績報告書兼請求書

町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp/ka/r4helmet.html）からダウンロードできます。
役場防災交通課窓口でも配布しています。

　　▽　領収書の写し
　　　申請者またはヘルメット着用者の氏名、領収日、購入店名、領収金額、購入品名の記載が必要です。
　　▽　ヘルメットの安全認証が確認できるもの

認証シールが確認できるヘルメットの写真、取扱説明書の写しなど。役場防災交通課窓口で現物を提示していた
だくことも可とします。

■申請期限　令和5年2月28日（火）
■申請・問い合わせ先　防災交通課交通係　（48）1111（内1210）

高齢者、児童・生徒などを対象に

自転車乗車用ヘルメットの購入費を補助
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　湿地は、年間を通して季節ごとに樹木、植物、昆虫類の変化を楽しむことができます。今回
は、春から夏にかけて花が咲く樹木について紹介します。
　ハクサンボク（レンプクソウ科）は常緑低木で九州や伊豆地方などが原産ですが、石川県と
岐阜県の境の白山が原産地だと誤認され「ハクサンボク」と命名されたと言われています。２
月の上旬には新芽も膨らみ始め、花芽の判別もつきます。開花の時期は３月～５月で色は白色
で長く咲き、１０月頃には果実が赤く熟します。常緑ですが冬季には赤味のある葉に変色する
ものもあります。
　見た目がよく似ているサワフタギとクロミノニシゴリ（ハイノキ科）は、落葉低木で山地の
沢や湿地など湿り気のある所に生育すると言われています。開花は５月～６月で、サワフタギ
の方が少し早く白色の小さな花が咲きます。サワフタギは沢をふさぐように生えるのが和名
の由来と言われており、葉にざらつきがあり、果実は瑠璃色に熟します。一方、クロミノニシゴ
リの果実は黒く熟します。また、開花時期には葉を好んで食べる幼虫が育ち、葉を丸めてさな
ぎ（繭の中）になり羽化したシロシタホタルガがたくさん飛び出していきます。
■協　力　板山高根湿地環境ボランティア
■問い合わせ先　建設環境課環境係　（48）1111（内1211・1212）
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14.海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用するＳＤＧｓ17の目標


